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広島県内で初 ＧＩ登録
全国に誇れる庄原ブランド「比婆牛」に

９月９日、「比婆牛」が地理的表示保護制度（ＧＩ）
に広島県内で初めて登録されました。
（関連記事：２～３ページ）



地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
）と
は

　
農
林
水
産
物
・
食
品
等
の
名
称
で
、そ
の
名

称
か
ら
当
該
産
品
の
産
地
を
特
定
で
き
、産

品
の
品
質
な
ど
の
確
立
し
た
特
性
が
当
該
産

地
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
を
特
定
で
き
る

名
称
の
表
示
を
い
い
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る

た
め
平
成
27
年
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
国
の
制

度
で
、取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、次
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。

①
地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
と
し
て
差
別
化
が
図

ら
れ
る
。

②
品
質
を
守
る
も
の
だ
け
が
市
場
に
流
通
す

る
。

③
訴
訟
な
ど
の
負
担
な
く
自
分
た
ち
の
ブ
ラ

ン
ド
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
。

④
日
本
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
産
品
の
海
外
展
開

に
寄
与
す
る
。

喜
び
の
声

○
あ
づ
ま
蔓
振
興
会

　木
山
耕
三
会
長
（
庄
原
市
長
）

　
平
成
28
年
３
月
の
申
請
か
ら
登
録
ま
で
は

大
変
な
道
の
り
と
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
た

び
、広
島
県
内
初
の
産
品
と
し
て
、「
比
婆
牛
」

が
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
誇
り
で
あ
り
、大
変
喜

ば
し
く
思
い
ま
す
。あ
わ
せ
て
、登
録
に
至
る

ま
で
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、関
係
者
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
登
録
へ
の
取
り
組
み
は
「
比
婆
牛
」の

今
後
の
生
産
振
興
で
非
常
に
重
要
な
役
割
を

持
ち
ま
す
。今
回
の
登
録
を
受
け
ま
し
て
、「
比

婆
牛
」の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

○
庄
原
和
牛
改
良
組
合

　山
岡
芳
晴
組
合
長

　「
比
婆
牛
」が
和
牛
肉
と
し
て
中
四
国
地
方

で
初
め
て
Ｇ
Ｉ
へ
登
録
さ
れ
、大
変
喜
ば
し
く

思
い
ま
す
。近
年
和
牛
に
お
い
て
、全
国
的
に

地
域
の
特
色
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、「
比

婆
牛
」は
歴
史
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
和
牛
で
、広
島

和
牛
の
特
色
を
強
く
引
き
継
い
で
い
ま
す
。庄

原
は
県
下
一
の
繁
殖
和
牛
の
産
地
で
あ
り
ま

す
が
、近
年
高
齢
化
な
ど
に
伴
っ
て
飼
養
頭

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
Ｇ
Ｉ
登
録
を
弾
み
に
、全
国
に
誇

れ
る
和
牛
産
地
の
強
み
を
活
か
し
、行
政
や
農

協
な
ど
関
係
機
関
と
協
力
し
、生
産
基
盤
を
一

層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
庄
原
農
業
協
同
組
合

　藤
原
信
孝
代
表
理
事
組
合
長

　「
比
婆
牛
」が
農
水
省
の
Ｇ
Ｉ
に
登
録
さ
れ
、

大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。平
成
26
年
に
地

域
ブ
ラ
ン
ド
「
比
婆
牛
」の
復
活
を
目
指
し
、

市
と
庄
原
和
牛
改
良
組
合
、Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ

し
ま
な
ど
で「
あ
づ
ま
蔓
振
興
会
」を
設
立
し
、

安
定
し
た
生
産
と
販
売
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。平
成
28
年
に
は
、広
島
県

産
和
牛
と
し
て
、初
め
て
地
域
団
体
商
標
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。地
域
団
体
商
標
と
Ｇ
Ｉ
の
登

録
で
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

今
後
も
生
産
者
と
関
係
者
が
一
体
と
な
り
、生

産
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　広
島
県
本
部

　水
永
祐
治
県
本
部
長

　
こ
の
た
び
の
「
比
婆
牛
」の
Ｇ
Ｉ
へ
の
登
録
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。広
島
県
内

初
の
Ｇ
Ｉ
登
録
産
品
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、

あ
づ
ま
蔓
振
興
会
の
皆
様
の
日
ご
ろ
の
ご
努

力
が
実
を
結
ば
れ
た
こ
と
と
深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
す
。引
き
続
き
全
農
広
島
県
本

部
と
し
て
も
、あ
づ
ま
蔓
振
興
会
の
会
員
と
し

て
、Ｇ
Ｉ
「
比
婆
牛
」の
販
売
拡
大
・
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
に
向
け
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、畜
産
振
興
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。あ
づ
ま
蔓
振
興
会
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

　
庄
原
市
は
、最
古
の
蔓
牛
（
＝
優
秀
な
和
牛

の
系
統
）の
一
つ
と
さ
れ
る
「
岩
倉
蔓
」の
発

祥
の
地
で
す
。比
婆
庄
原
地
域
（
か
つ
て
の
比

婆
郡
）で
は
、こ
の
岩
倉
蔓
を
も
と
に
、代
々
、

優
秀
な
牛
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
比
婆
の
優
秀

な
和
牛
は
、「
比
婆
牛
」と
呼
ば
れ
、全
国
に
そ

の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
て
い
ま
し
た
。「
比
婆
牛
」

は
、「
岩
倉
蔓
」の
血
統
を
受
け
継
い
だ
肉
質
の

良
い
和
牛
で
、庄
原
市
が
全
国
に
誇
る
、伝
統

の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
で
す
。

〈
比
婆
牛
の
要
件
〉

　
①
出
生
地
：
庄
原
市
内
で
生
ま
れ
た
黒
毛

和
種
で
あ
る
こ
と

　
②
肥
育
地
：
広
島
県
内
の
肥
育
農
家
で
最

終
最
長
期
間
肥
育
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
③ 

血
統 

：
３
代
祖
内
に
広
島
県
種
雄
牛
を

含
む
血
統
を
有
し
て
い
る
こ
と

　
④ 

肉
質 

：
肉
質
等
級
が
３
等
級
以
上
で
あ

る
こ
と

地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
）

 

申
請
に
至
っ
た
経
緯

　
平
成
26
年
７
月
、比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
推

進
組
織
で
あ
る
「
あ
づ
ま
蔓
振
興
会
」を
設

立
し
、「
比
婆
牛
」の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、市
は
、庄
原
農
業
協
同
組
合
お
よ
び
全

農
広
島
県
本
部
と
「
比
婆
牛
」ブ
ラ
ン
ド
の
戦

略
的
な
販
売
・
情
報
発
信
の
振
興
に
向
け
た

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。以
降
、「
あ
づ
ま
蔓
振

興
会
」を
主
体
に
、生
産
振
興
・
販
売
振
興
を

軸
と
し
、比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
取
り
組
み

の
柱
と
し
て
、比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
高

め
つ
つ
、ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
適
切
な
保
護
を
図

る
た
め
、平
成
28
年
３
月
に
、農
林
水
産
省
に

対
し
「
比
婆
牛
」の
Ｇ
Ｉ
へ
の
申
請
を
行
い
ま

し
た
。

登
録
後
の
展
開

　
現
在
、発
行
し
て
い
る
比
婆
牛
の
認
証
書
、

商
品
に
貼
付
す
る
認
証
シ
ー
ル
や
の
ぼ
り
な

ど
の
販
売
促
進
資
材
な
ど
に
、Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
を

表
示
し
、ブ
ラ
ン
ド
の
信
頼
を
高
め
ま
す
。

　
ま
た
今
回
、登
録
を
受
け
た
Ｇ
Ｉ
を
最
大

限
活
用
し
、「
比
婆
牛
」ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
さ

ら
に
高
め
る
こ
と
で
、農
家
の
生
産
活
動
に
反

映
し
、所
得
向
上
に
結
び
つ
け
る
好
循
環
を
生

み
出
し
、県
内
最
大
の
和
牛
地
帯
で
あ
る
庄

原
市
の
さ
ら
な
る
和
牛
振
興
を
図
り
ま
す
。

「比婆牛」地理的表示保護制度（ＧＩ）へ
登録（第83号）

　庄原市の特産品である「比婆牛」が令和元年９月９日、農林水産省により地理的表示保護制度（GI）
に広島県内で初めて登録されました。全国で 83 件目の登録であり、また和牛肉としては中四国地
方初の登録となります。
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●西城リトル

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ

planning a dream

　私たち西城リトルは、西城町内の西城小、美古登小の児童 17 人の部員で、
毎週火・木・土の週３回西城球技場などで練習に励んでいます。
　多くの方に支えていただき野球ができることへの感謝を忘れず、礼儀を重
んじ仲間を思いやる気持ち、最後まで全力で取り組む気持ちなども育成して
います。
　野球を通じていろいろな経験を一緒に楽しみませんか。男女学年問わず団
員を随時募集しています。見学や体験も大歓迎です。

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

学生企画イベントの実現で学生の夢を支援

問
い
合
わ
せ

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
い
ち
ば
ん
づ
く
り
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
７
８ 市民活動団体登録をしませんか？

市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

このコーナーでは、
農業のちょっとしたこつを、
市の営農指導員から
お知らせします。
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実
り
の
秋 

庄
原
の
食
の
魅
力
が

い
っ
ぱ
い
！

　

今
回
の
マ
ラ
ニ
ッ
ク
で
は
、
60
キ
ロ

の
部
で
13
カ
所
、
13
・
73
キ
ロ
の
部
で

４
カ
所
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

け
ま
す
。

　

エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
地
元

の
自
治
振
興
区
や
自
治
会
、
民
間
団
体

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
庄
原
な
ら

で
は
の
秋
の
味
覚
を
提
供
し
ま
す
。

　

こ
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
食

の
提
供
と
地
元
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

が
、
マ
ラ
ニ
ッ
ク
の
大
き
な
魅
力
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

庄
原
を
代
表
す
る
味
「
比
婆
牛
」

　

本
年
も
エ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

比
婆
牛
を
提
供
し

ま
す
。

　

比
婆
牛
は
、
本

年
９
月
に
農
林
水

産
省
の
Ｇ
Ｉ
登
録

を
受
け
、
一
層
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

　

街
道
沿
線
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
源
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
す
る
「
比

婆
い
ざ
な
み
街
道
物
語
」。

　

先
月
号
に
続
き
、
い
ざ
な
み
ッ
ク

２
０
１
９
第
３
回
比
婆
い
ざ
な
み
街
道

マ
ラ
ニ
ッ
ク
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま

す
。今
回
は
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

物語 第７話

す
。
鮮
や
か
な
紅
色
に
繊
細
な
サ
シ
が

細
か
く
入
り
、肉
質
は
口
ど
け
が
良
く
、

柔
ら
か
い
舌
触
り
が
特
徴
で
、
過
去
２

回
の
マ
ラ
ニ
ッ
ク
で
も
ラ
ン
ナ
ー
の
皆

さ
ん
に
大
好
評
で
し
た
。

　

今
回
は
、
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
比
和

総
合
運
動
公
園
で
も
比
婆
牛
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
多
く
の
方
に
比
婆
牛
を

知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。新

た
な
庄
原
の
魅
力
「
長
者
屋
」

　

９
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
比
和
町

三
河
内
地
区
に
あ

る
古
民
家
「
長
者

屋
」
も
、
エ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
長
者
屋

は
、
築
２
５
０
年
の
入
母
屋
造
り
の
農

家
を
宿
泊
施
設
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
も
の
で
、
牛
小
屋
と
人
の
暮
ら
す
家

が
一
つ
屋
根
で
つ
な
が
っ
た
造
り
を
残

す
文
化
的
価
値
の
高
い
建
物
で
す
。

　

当
日
は
、
建
物
も
見
学
で
き
ま
す
の

で
、
美
し
い
里
山
風
景
を
楽
し
み
な
が

ら
、
庄
原
の
新
た
な
魅
力
に
も
ぜ
ひ
触

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　私たちは、高校生・大学生が企画した夢が実現することで、
みんなの力が集まればいろいろなことができることを知ってほしい、
また高校生・大学生に夢を持ってほしいとの思いで設立した団体です。
　本年度は、県立広島大学庄原キャンパスの学生が中心となって企画
したよさこいサークル「よさこい神

か ぐ ら

紅楽」の活動支援を行っています。
同団体は「踊りを通じて輪を作り、力を出し合い、若者の力で地域を
活性化させる」ことをコンセプトに設立され、今後、市内のイベント
などへの参加を計画しています。一緒に踊りたい方やイベントへの出
演依頼などありましたら同団体へご連絡ください。
　私たちは、メンバーを募集しています。夢の実現に向けてひたむき
に取り組む学生を、一緒に応援しませんか？
問い合わせ

【planning a dream】☎ 080-5237-7251（代表　片岡朋也）
メール：nextgrowth@hotmail.com

【よさこい神紅楽】メール：yosakoikagura@gmail.com （代表　小野）
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ご
ショット
な みま

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：
元気にすくすく大きく

なってね！

藪や
ぶ
し
た下　

和わ

く玖
く
ん
（
三
日
市
町
）

Ｒ
１
年
６
月
22
日
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ

西
城
町
産
業
振
興
開
発
株
式
会
社

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
７
１
０
０

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
２

　

ウ
イ
ル
西
城
に
あ
る
ま
ち
の
駅
「
ひ

ば
ご
ん
の
郷
」
は
出
荷
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ち
の
駅
「
ひ
ば
ご
ん
の
郷
」
で

は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
安
全
・
安
心

な
農
産
物
、
加
工
品
な
ど
を
販
売
し
て

お
り
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
大
人

気
で
す
。

　

価
格
は
生
産
者
自
ら
決
め
る
こ
と
が

で
き
、
商
品
に
貼
る
バ
ー
コ
ー
ド
に
は

生
産
者
の
名
前
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

家
庭
菜
園
で
「
多
く
野
菜
を
作
り
す

ぎ
た
」「
家
で
は
食
べ
き
れ
ず
に
捨
て

て
し
ま
う
」
な
ど
の
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

少
量
多
品
目
の
新
鮮
野
菜
の
出
荷
か

ら
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
出
荷
を

通
じ
て
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

定
休
日　

な
し

営
業
時
間　

９
時
30
分
～
19
時

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
営
農
指
導
員
か

ら
農
業
の
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
作
っ
た

野
菜
な
ど
を
出
荷
で
き
る
「
産
直
市
」

の
紹
介
を
し
ま
す
。

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

番
外
編

出
荷
す
る
に
は

　

ま
ず
は
西
城
町
産
業
振
興
開
発
株
式

会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
会
金　

な
し

販
売
代
金
精
算　

月
１
回（
月
末
締
め
）

精
算
控
除

▼
販
売
手
数
料　

売
り
上
げ
の
10
パ
ー

セ
ン
ト

▼
バ
ー
コ
ー
ド
代　

売
り
上
げ
点
数
１

点
に
つ
き
１
円

※
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
へ
の
登
録
が
必
須

と
な
り
ま
す
。

商
品
の
搬
入
な
ど

　

８
時
30
分
～
９
時
30
分
に
直
接
搬
入

し
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
貼
り
付
け
を
確
認

の
上
、
自
ら
陳
列
し
て
く
だ
さ
い
。

　

売
れ
残
り
が
あ
る
場
合
は
、
引
き
取

り
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
ち
の
駅
「
ひ
ば
ご
ん
の
郷
」
に

出
荷
し
て
み
ま
せ
ん
か

無料で休憩できる案内所「まちの駅」
の一角を利用しています。
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10月７日（月）から10月13日（日）までは

「行政相談週間」です

  

全
線
復
旧

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
三
篠
川
に
架
か
る
橋
が
流
失

し
、
不
通
と
な
っ
て
い
た
区
間
の
復
旧
工
事
の
完
了
を
受

け
て
、
10
月
23
日
㈬
に
芸
備
線
の
全
線
が
復
旧
し
ま
す
。

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
か
ら
１
年
３
カ
月
。
こ
の
間
、
芸
備

線
の
早
期
復
旧
と
復
旧
後
の
利
用
促
進
に
関
し
、
芸
備
線

沿
線
の
４
市
（
庄
原
市
・
三
次
市
・
安
芸
高
田
市
・
広
島
市
）

の
市
長
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本
広
島
支
社
に
要
望
書
を
提
出
す
る

と
と
も
に
、
支
社
長
と
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
全
線
復
旧
の
初
日
に
は
、
広
島
駅
〜
備
後
庄
原
駅
の
区

間
で
特
別
列
車
が
運
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
特
別
列
車
は
、

10
時
に
広
島
駅
を
出
発
し
、
12
時
15
分
ご
ろ
に
備
後
庄
原

駅
に
到
着
す
る
予
定
で
す
。（
一
般
の
方
は
乗
車
で
き
ま

せ
ん
。）

　
市
で
は
、
特
別
列
車
の
到
着
に
合
わ
せ
、
備
後
庄
原
駅

で
全
線
復
旧
を
祝
う
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

当
日
は
「
し
ょ
う
ば
ら
駅
前
フ
ェ
ス
タ
」
も
開
催
（
10
時

〜
13
時
30
分
）
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
で
、
特
別
列

車
を
歓
迎
し
、
芸
備
線
の
全
線
復
旧
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ

う
。

  

今
秋
、
快
速
・
庄
原
ラ
イ
ナ
ー
が
運
行

　
現
在
、
広
島
駅
〜
三
次
駅
の
区
間
で
運
行
さ
れ
て
い
る

快
速
・
三
次
ラ
イ
ナ
ー
が
、
今
秋
の
一
部
期
間
に
限
り
、

備
後
庄
原
駅
ま
で
延
長
運
行
さ
れ
ま
す
。

　
快
速
・
庄
原
ラ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
10
月
26
日
㈯
〜
12
月

８
日
㈰
の
間
の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
合
計
15
日
間
）
に
、

一
日
１
往
復
で
運
行
さ
れ
ま
す
。

　
上
り
は
10
時
５
分
に
広
島
駅
を
出
発
し
、
11
時
56
分
に

備
後
庄
原
駅
へ
到
着
。
下
り
は
17
時
26
分
に
備
後
庄
原
を

出
発
し
、
19
時
34
分
に
広
島
駅
へ
到
着
し
ま
す
。

　
三
次
駅
で
の
乗
り
換
え
が
不
要
で
、
広
島
駅
〜
備
後
庄

原
駅
の
区
間
を
往
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
限
ら
れ
た

期
間
で
の
運
行
で
す
が
、
ご
家
族
の
帰
省
や
旅
行
な
ど
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

芸
備
線
沿
線
回
遊
ツ
ア
ー

　
本
市
を
含
む
沿
線
４
市
で
構
成
す
る
芸
備
線
対
策
協
議

会
で
は
、
芸
備
線
の
全
線
復
旧
を
祝
う
と
と
も
に
、
沿
線

地
域
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
芸
備
線
の
列
車
に

乗
っ
て
沿
線
の
観
光
地
を
回
遊
し
、
食
や
文
化
、
自
然
な

ど
を
楽
し
む
「
芸
備
線
沿
線
回
遊
ツ
ア
ー
」
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
11
月
下
旬
と
３
月
の
計
２
回
の
実
施
予
定

で
、
駅
や
列
車
内
で
は
、
地
域
産
品
の
提
供
、
ツ
ア
ー
参

加
者
を
歓
迎
す
る
催
し
な
ど
、
沿
線
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
〝
お
も
て
な
し
〞
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
芸
備
線
は
、
庄
原
市
か
ら
広
島
市
ま
で
を
結
ぶ
だ
け
で

な
く
、
山
陽
と
山
陰
、
さ
ら
に
は
岡
山
県
を
経
由
し
て
関

西
圏
ま
で
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
機
関
で
す
。

　
市
内
の
芸
備
線
利
用
者
は
、
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い

ま
す
が
、
鉄
道
は
、
定
時
性
・
大
量
輸
送
と
い
う
機
能
を

有
し
、
今
も
高
校
生
の
通
学
を
は
じ
め
、
大
切
な
移
動
手

段
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歴
史
を
刻
み
、
歩
ん

で
き
た
芸
備
線
が
、
こ
れ
か
ら
も
親
し
ま
れ
、
あ
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
芸
備
線
の
列
車
に
乗
っ
て
、
芸
備
線

を
守
り
ま
し
ょ
う
！

例）  ・道路に横断歩道がなくて危ないので設置してほしい
　　・困りごとがあるけどどこに相談していいかわからない
　　・手続きや申請をどこにしたらよいか分からないので教えてほしい

　あなたの毎日の暮らしの中で、国・県・市町村の仕事（行政）に関して、「こうしてもらいたい」「どうしたら
よいかわからない」と思うことはありませんか？

　「行政相談」はこのような意見・要望・苦情を解決し、行政の改善につなげていく活動です。
　庄原市では、７人の行政相談委員が相談を受け付けています。秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。

　中国四国管区行政評価局（広島市中区上八丁堀6-30　電話番号0570-090110〔行政苦情110番〕（注））にご相談ください。
（注）１　PHSや一部IP電話などでは、電話がつながらないことがあります。その場合は082-222-1100へおかけください。
　　　２　総務省が実施している相談の電話は、相談内容の正確な把握のため録音されています。

 行政相談ってなに？

 総務省でも行政相談を受け付けています

上
うえ

岡
おか

　　稔
みのる

井
いの

上
うえ

　清
きよ

憲
のり

三
み


よし

　和
かず

宏
ひろ

若
わか

林
ばやし

　隆
たか

志
し

作
さく

田
だ

　ユリコ

秋
あき

山
やま

　義
よし

治
はる

岩
いわ

本
もと

　光
みつ

雄
お

10824-87-2868
211月28日・１月23日・
　３月26日
　13時30分～15時30分
3口和保健福祉センター
　☎0824-89-2320

10824-86-2732 
210月８日・12月10日・
　２月18日
　13時～15時
3高野支所
　☎0824-86-2115

10824-72-4837
2毎月第３木曜日
　13時～15時30分 
3庄原市ふれあいセンター
　☎0824-72-7120

1自宅電話番号
210月以降の定期相談日
3定期相談場所

10824-85-2698 
210月17日・12月５日・
　２月20日
　13時30分～15時30分 
3比和自治振興センター
　☎0824-85-2600

10824-82-3048 
210月17日・12月19日・
　２月20日
　13時30分～15時30分 
3西城支所
　☎0824-82-2124

10824-88-2217 
2毎月第２水曜日
　９時～11時
3総領保健福祉センター
　☎0824-88-3063

※都合により、日程を変更する場合がありますので、ご了承ください。
※定期相談日以外にもご相談いただけます。事前に行政相談委員へご連絡ください。

108477-5-0422 
211月21日・１月16日・
　３月26日
　13時30分～15時30分 
3東城支所
　☎08477-2-5121

【地域】

口和
【地域】

高野

【地域】

庄原

【地域】

比和

【地域】

西城

【地域】

総領

【地域】

東城私
た
ち

　　行
政
相
談
委
員
が

　ご
相
談
を

　　　お
受
け
し
ま
す
！

芸
備
線
は
今
…

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係 

☎
０
８
２
４‐73‐１
１
５
４

シ
リ
ー
ズ

Vol.5

10
月
23
日 

芸
備
線
全
線
復
旧
！
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自
宅
の
住
宅
用
火
災
警
報
器　
　
　

設
置
場
所
を
今
す
ぐ
チ
ェ
ッ
ク
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
平
成
18

年
６
月
に
義
務
化
さ
れ
て
、
10
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
す
べ
き
場

所
に
つ
い
て
は
、
火
災
予
防
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
適
切
な
場
所
に
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

適
切
な
取
り
付
け
位
置
は
？

適
切
な
設
置
箇
所
は
？

▼
寝
室
は
全
て
設
置
が
必
要
で
す
。

▼
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、
階
段
に

設
置
が
必
要
で
す
。

▼
居
室
（
７
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）
が
５

室
以
上
あ
る
階
は
、
廊
下
な
ど
に
も
設
置

が
必
要
で
す
。

庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が　
　
　
　

始
ま
り
ま
す
！

　

11
月
９
日
㈯
か
ら
15
日
㈮
ま
で
の
間
、

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
全
国
各
地
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
度
の
防
火
標
語
は
「
ひ
と
つ
ず
つ

　

い
い
ね
！
で
確
認　

火
の
用
心
」で
す
。

　

こ
の
運
動
を
契
機
と
し
て
、
防
火
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
に　
　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
、
使
用
が
増
え
る
石

油
ス
ト
ー
ブ
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の

暖
房
器
具
を
扱
う
上
で
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
誤
給
油
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▼
給
油
時
は
必
ず
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

▼
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
確
実

に
閉
め
、
油
漏
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
近
く
に
は
、
ス
プ

レ
ー
缶
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
燃
え
や
す
い
も
の
を
そ
ば
に
置
い
た

り
、
洗
濯
物
を
乾
か
し

た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
火
を
つ
け
た
ま
ま
の

外
出
や
睡
眠
は
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

壁、はりから 60セン
チ以上、換気口などの
吹き出し口から 1.5メ
ー ト ル 以 上 離 れ た 場
所。壁に取り付ける場
合は天井から 15～ 50
センチ以内の場所。

３つの
約束を守ってね
●保守点検 ●清掃

●法定検査

浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を

　

浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
や
台
所
な
ど
か
ら
出

る
排
水
を
微
生
物
の
働
き
に
よ
り
き
れ
い
に

し
、
川
や
海
に
放
流
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、適
正
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、

悪
臭
の
発
生
や
環
境
汚
染
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
維
持
し
、
き

れ
い
な
水
環
境
を
守
る
た
め
に
、
浄
化
槽
管

理
者
は
、保
守
点
検
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）、清
掃
、

法
定
検
査
を
行
う
よ
う
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
や
修
理
、
消
毒
剤

の
補
充
を
行
い
ま
す
。

②
清
掃

　

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な
ど
の
引
き

抜
き
や
調
整
、
機
器
類
の
洗
浄
を
行
い
ま
す
。

③
法
定
検
査

　

浄
化
槽
の
使
用
開
始
か
ら
３
～
８
カ
月
の

間
に
１
回
、
そ
の
後
は
１
年
に
１
回
、
広
島
県

が
指
定
し
た
検
査
機
関
に
よ
る
法
定
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

法
定
検
査
で
は
、
外
観
検
査
、
水
質
検
査
、

書
類
検
査
を
行
い
、
機
能
が
正
常
に
維
持
さ

れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。
浄
化
槽
が
き

ち
ん
と
機
能
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に

も
、
必
ず
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
管
理
者
の
変
更
や
浄
化
槽
の
廃
止
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
下
水
道
課
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
室
・
産
業
建
設
室
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
管
理
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
５

～
10
月
は
浄
化
槽
月
間
で
す
～

対象年齢 生年月日

65歳 昭和29（1954）年4月2日～昭和30（1955）年4月1日

70歳 昭和24（1949）年4月2日～昭和25（1950）年4月1日

75歳 昭和19（1944）年4月2日～昭和20（1945）年4月1日

80歳 昭和14（1939）年4月2日～昭和15（1940）年4月1日

85歳 昭和９（1934）年4月2日～昭和10（1935）年4月1日

90歳 昭和４（1929）年4月2日～昭和５（1930）年4月1日

95歳 大正13（1924）年4月2日～大正14（1925）年4月1日

100歳以上 大正９（1920）年4月1日以前

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

その７

　
住
民
告
知
端
末
は
、
災
害
情
報

な
ど
の
緊
急
情
報
や
行
政
情
報
な

ど
、
大
切
な
情
報
を
音
声
で
お
伝

え
す
る
も
の
で
、
市
は
、
全
て
の

世
帯
に
設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

住
民
告
知
端
末
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
!!

市
の
初
期
設
定
費
用
負
担
を

令
和
２（
２
０
２
０
）年
３
月
31
日
申
請
分
ま
で
延
長
し
ま
す
!!

市
の
初
期
設
定
費
用

負
担
を
延
長
し
ま
す

河川氾濫の恐れがあ
ります。○○地域の
方は○○に避難して
ください

○○地域で特殊詐欺
が多発しています

　

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し

て
い
た
だ
き
、次
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、

初
期
設
定
費
用「
２
２
８
０
０
円（
税
別
）」

が
無
料
で
設
置
で
き
ま
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
や
転
入
し
た
世

帯
な
ど
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
４
月
１

日
以
降
も
無
料
で
設
置
で
き
ま
す
。

※
特
殊
な
屋
内
配
線
な
ど
、
工
事
内
容

に
よ
っ
て
は
料
金
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

運動会は○月○
日に延期します

○月○日健康相談
会を開催します

住民告知端末を設置しましょう!!

■
条
件
に
つ
い
て

【
個
人
の
契
約
】

　

庄
原
市
に
住
民
票
を
お
持
ち
の
方
が

そ
の
住
所
に
設
置
す
る
こ
と

【
事
業
所
の
契
約
】

　

事
業
に
役
立
て
る
た
め
市
内
の
事
業

所
な
ど
に
設
置
す
る
場
合

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

ま
た
は
各
支
所
総
務
室

住民告知放送の例

　

令
和
元
年
度
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種

の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
下
記
の
対

象
年
齢
に
該
当
し
、
３
月
31
日
ま
で
に
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
方
で
す
。

　

こ
の
期
間
を
過
ぎ
て
も
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
接
種
料
金
は

全
額
自
己
負
担
（
お
お
む
ね
８
千
円
）
と

な
り
ま
す
。

《
対
象
者
》

▼
令
和
元
年
度
に
65
・
70
・
75
・
80
・

85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳
以
上
に
な
る
方

（
右
下
の
表
に
当
て
は
ま
る
方
）

▼
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ
ん

臓
な
ど
の
機
能
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
が

あ
る
方

※
誕
生
日
を
迎
え
る
前
で
も
接
種
が
で
き

ま
す
。

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外
で
す
。

《
申
請
方
法
》

▼
65
歳
に
な
る
方　

７
月
に
接
種
券
お
よ

び
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

非
課
税
世
帯
ま
た
は
生
活
保
護
世
帯
の
方

は
減
免
申
請
に
よ
り
減
免
後
の
接
種
券
を

交
付
し
ま
す
。　

持
参
す
る
も
の

本
人
確
認
書
類
（
※
）・
印
鑑
・
事
前
に

送
付
し
て
い
る
接
種
券

▼
65
歳
以
外
の
対
象
年
齢
の
方　

必
ず
事

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

本
人
確
認
書
類
（
※
）・
印
鑑

（
※
）
健
康
保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
被
保

護
者
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

《
申
請
窓
口
》

　

保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室
・
市
民
生
活
室
（
西
城
支
所
は
し
あ
わ

せ
館
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

《
接
種
料
金
》

▼
一
般　

３
千
円

▼
市
民
税
非
課
税
世
帯　

１
５
０
０
円

▼
生
活
保
護
世
帯　

０
円
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８
月
31
日
、
口
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
実
践
報
告
会
「
さ
さ

や
か
だ
け
ど
“
キ
ラ
ッ
”
と
輝
く
地
域
の
取
り

組
み
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
た

め
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
見
守
り
合

い
や
支
え
合
い
、集
ま
り
の
場
づ
く
り
な
ど
を
、

地
域
住
民
が
自
ら
の
手
で
進
め
る
事
業
で
す
。

　

各
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告

し
、
学
び
合
う
場
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
報
告

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
新
坂
自
治

振
興
区
、
高
自
治
振
興
区
、
口
和
自
治
振
興
区

が
実
践
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地

域
の
取
り
組
み
の
中
で
作
ら
れ
た
、
配
達
・
訪

問
サ
ー
ビ
ス
や
困

り
事
の
相
談
窓
口

を
紹
介
す
る
「
便

利
帳
」
や
、
報
告

ポ
ス
タ
ー
な
ど
が

展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら

は
、「
発
表
者
が

生
き
生
き
と
し

て
い
た
」「
地
に

足
の
着
い
た
取
り

組
み
の
報
告
だ
っ

た
」「
小
さ
な
活

動
を
少
し
ず
つ
積

み
重
ね
る
大
切
さ

に
気
付
い
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
29
日
、
市
と
観
光
地
域
づ
く

り
に
係
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
上
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
市
内
の
古
民
家

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
古
民
家
宿

泊
施
設
の
完
成
披
露
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

完
成
し
た
の
は
、
比
和
町
に
あ

る
築
２
５
０
年
の
「
長ち

ょ
う
じ
ゃ
や

者
屋
」
と

上
谷
町
に
あ
る
築
１
０
０
年
以
上

の
「
不ふ

ろ
う
せ
ん

老
仙
」
の
２
棟
で
す
。
い
ず

れ
も
田
園
風
景
の
中
に
立
つ
古
民
家

で
、
縁
側
や
土
間
な
ど
伝
統
家
屋
の

趣
を
残
し
つ
つ
、
ホ
テ
ル
の
よ
う
な

快
適
さ
が
共
存
す
る
独
自
の
空
間
に

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
お
り
、
外

国
人
観
光
客
で
も
快
適
に
過
ご
せ
る

よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
宿
泊
施
設
は
、
９
月
１
日
か

ら
１
棟
丸
ご
と
の
貸
し
出
し
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

市内各地域の取り組みを学ぶ
生活支援体制整備事業実践報告会

風情ある古民家をリノベーション
古民家宿泊施設がオープン

高齢者
福祉課

観光
振興課

展示コーナーの様子

上谷町の不老仙

綿陽市の元方市長を表敬訪問する木山市長

科学技術博覧会を見学する訪問団一行

　

９
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
、

木
山
耕
三
市
長
を
は
じ
め
と
す

る
友
好
訪
問
団
６
人
が
、中
国

四
川
省
の
綿
陽
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

庄
原
市
と
綿
陽
市
は
、平
成

２
年
に
「
経
済
技
術
友
好
協
力

協
定
」を
締
結
し
、以
後
29
年
に

わ
た
り
、友
好
交
流
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

　

訪
問
団
は
５
日
に
開
催
さ
れ

た
、第
７
回
科
学
技
術
都
市
国

際
科
学
技
術
博
覧
会
に
出
席

し
、中
国
の
最
新
技
術
な
ど
の

展
示
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、綿
陽
市
人
民
政
府

を
表
敬
訪
問
し
、木
山
市
長
は

「
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
両
市

30周年記念事業に向けた協議
庄原市友好訪問団　綿陽市を訪問

企画課

の
信
頼
関
係
は
何
も
の
に
も
代

え
難
い
貴
重
な
財
産
。今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
友
好
関

係
を
発
展
さ
せ
、新
た
な
歴
史

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
挨
拶
し
、綿
陽
市
の
元げ

ん

方ほ
う

市
長
か
ら
も
「
庄
原
市
は
綿
陽

市
の
友
好
都
市
の
中
で
最
も
古

く
か
ら
交
流
し
て
い
る
。こ
れ

か
ら
も
、さ
ら
に
両
市
の
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
」と
歓
迎

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
に
は
協
定
締
結

か
ら
30
年
を
迎
え
る
た
め
、記

念
行
事
の
実
施
に
つ
い
て
協
議

し
、両
市
長
が
議
定
書
に
調
印

し
ま
し
た
。

　

質疑応答が活発に行われた

母子保健母子保健母子保健
コーナー

市
内
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
ご
紹
介

総
領
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

総
領
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
総

領
保
育
所
内
に
あ
り
、
毎
週
火
曜
日
と

木
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
子
育
て
相
談

や
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
を
定

例
で
行
っ
た
り
す
る
ほ
か
、
保
育
所
の

中
に
あ
る
と
い
う
環
境
を
生
か
し
、
保

育
所
行
事
に
一
緒
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
家

族
と
の
時
間
だ
け
で
な
く
、
早
く
か
ら

保
育
所
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
、
友
だ

ち
と
交
流
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域

交
流
事
業
で
は
、
他
の
支
援
セ
ン
タ
ー

や
子
育
て
推
進
員
と
の
交
流
も
行
い
な

が
ら
、
子
ど
も
も
保
護
者
も
、
地
域
の

方
々
の
見
守
り
の
中
、
み
ん
な
で
一
緒

に
成
長
し
合
っ
て
い
ま
す
。

総
領
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

総領

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

　

８
月
29
日
、
子
育
て
推
進
員
に
よ
る

地
域
交
流
事
業
「
手
作
り
紙
芝
居
の
お

は
な
し
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
カ
リ

ナ
と
紙
芝
居
の
絶
妙
な
掛
け
合
い
の
も

と
、
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

お
は
な
し
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
オ
カ

リ
ナ
演
奏
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
し
た

り
、
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
、
子
ど
も
も

保
護
者
も
一
緒
に
参
加
で
き
る
楽
し
い

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

総
領
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
、
子
育
て
し
て
い
る
一
人
一

人
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
領
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
２
７
０
１

総
領
支
所
地
域
振
興
室
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
３

　
不
安
に
な
り
が
ち
な
育
児
が
少
し

で
も
楽
し
く
な
る
よ
う
、
各
地
域
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
サ
ー
ク
ル

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
「
総
領
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま

し
た
。

「また一緒にあそぼうね」
会の終了後、向かい合っ
てお話していました。

み
ん
な
で

お
話
の
旅
に

行
こ
う
！

　
　

 【

子育て通信子育て通信

あそびっ子あそびっ子
児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

　

全
国
的
に
も
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女

性
に
対
す
る
暴
力
や
、子
ど
も
の
生
命

が
奪
わ
れ
る
重
大
な
事
件
な
ど
が
後
を

絶
た
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体

で
早
急
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、発
生
予
防
、早
期
発
見
・

早
期
対
応
か
ら
、被
害
者
の
自
立
に
至

る
ま
で
、切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な
支

援
お
よ
び
社
会
の
意
識
啓
発
な
ど
、取

り
組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、市
民
一
人
一
人
が
Ｄ
Ｖ

や
児
童
虐
待
に
つ
い
て
の
理
解
を
よ
り

一
層
深
め
、主
体
的
な
関
わ
り
を
持
つ

た
め
の
意
識
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
の
連
携
を
強
化
し
、効
果
的

な
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
講
演
会
を

実
施
し
ま
す
。お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

講
師

法
テ
ラ
ス
福
岡
法
律
事
務
所　

弁
護
士

工く
ど
う藤　

舞ま
い
こ子
さ
ん

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

犯
罪
被
害
者
支
援
委
員
会
、両
性
の

平
等
委
員
会
に
所
属
。

【
１
日
目
】　

と
き

11
月
６
日
㈬　

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
総
合
体
育
館
２
階
会
議
室

【
２
日
目
】

と
き

11
月
7
日
㈭　

10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

コ
パ
リ
ホ
ー
ル

※
２
日
目
の
対
象
は
子
育
て
支
援
者
・

民
生
児
童
委
員
・
教
育
関
係
者
・
福
祉

関
係
者
と
な
り
ま
す
。

※
両
日
と
も
託
児
あ
り
（
10
月
30
日
㈬

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ
・
託
児
申
し
込
み

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
９
５

メ
ー
ル  anshin@

city.shobara.lg.jp
令
和
元
年
度

Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
防
止
講
演
会
、

第
３
回
人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
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今年も大入り満員御礼！

水生昆虫から川の美しさを知る ニュースポーツを体験 地域の人口ビジョンを描こう

　林家ひろ木ふるさと落語会・8/31

　水辺教室・9/10 　スポーツ体験会・8/27 　高野地域創生事業「円卓会議」・9/1

地元東城町出身の落語家、林
はやしや

家ひろ木
き

さんの落語会
が東城自治振興センターで開催され、昼の部、夜の部
とも 100 人を超える来場者で、会場は大入り満員と
なりました。
７回目となった今年は、同時期に入門、昇進した
春
しゅんぷうてい

風亭三
さんちょう

朝さんもゲストとして出演。　ひろ木さんは、
来場者からの急な「なぞかけ」にも、「ちょっと待っ
て…」と慌てながらもうまく応えて、会場はほっこり。
新作落語あり、古典落語あり、津軽三味線ありの笑顔
あふれる落語会となりました。
公演後のサイン会にも行列ができ、皆さん思い思い
に感動を伝えていました。

西城地区公衆衛生推進協議会が主催する水生昆虫の
調査が西城小学校で行われ、６年生 13人が参加しま
した。
児童はまず、環境省登録環境カウンセラー市民部門
の奥

おくやま

山秀
ひでてる

輝さんから、川に入るときの注意点や、採取
道具の使い方、昆虫の取り方などを教わりました。そ
の後、西城川に入り、さまざまな昆虫を捕まえていき
ました。採取した昆虫は、種類別に分類し、どの水質
階級（きれい度）に生息している昆虫なのかを調べま
した。
児童は ｢（今回採取した）生物は川がきれいなこと
を示していて、改めて西城川が美しいと感じた｣ と話
していました。

スポーツ体験会が総領自治振興センターで行われ、
放課後子ども教室の児童24人がニュースポーツを体
験しました。
ニュースポーツはルールが簡単で覚えやすく、性別、
年齢を問わず気軽に参加でき、健康づくりにも役立つ
ため、初めて体験する児童たちも楽しんでいました。
当日は「スポーツ吹矢」や、コート上の円盤を棒で押
し出し、三角形の得点エリアに入れて競う「シャッフ
ルボード」などを体験しました。
児童は互いに「体を斜めにして構えた方が、吹き矢
は真っすぐ飛ぶよ」とアドバイスをしたり、「シャッフ
ルボードの円盤を滑らせるときの力加減が難しい」と
話したりしていました。

高野地域自治振興区連絡協議会が企画する高野地域
創生事業 ｢第１回円卓会議｣が上高自治振興センター
で開催されました。
この事業は、高野地域の将来像や目標を定め、地域の

持続的な発展を目指すために企画されました。
当日は、人口問題や地域活性化の専門家である、一般

社団法人持続可能な地域社会総合研究所所長の藤
ふじやま

山浩
こう

さんの監修のもと、25人の参加者が、｢地域のビジョン
を描こう｣をテーマに、活発に意見を出し合いました。
参加した伊

い と う

藤達
た つ や

也さんは「話し合いの中で多くの課
題が浮き上がった。しかし課題の多さは、地域再建の大
きな鍵になるのではないかと思う」と話していました。

音楽で東城市街地の活性化を

機械を使わない稲刈りを体験地域交流で交通安全を推進 トップランナーに挑戦！

　えびす「蔵」でアコ・ナイト開催・8/31

　比和小学校稲刈り体験・9/20　交通安全推進地域交流グラウンドゴルフ大会・8/23 　ひろしまクロスカントリー大会・8/24

　比和小学校５、６年生の稲刈り体験が、比和町内に
ある「比

ひ わ

和っ子
こ

田
でん

」で行われました。毎年食育を目的
に、機械を使わない田植えと稲刈りを体験し、自ら収
穫したもち米を調理して食べるまでを行っています。
　５月に地域の方々に教わりながら、比和町郷土芸能
振興会の皆さんがうたう「作業田植」の唄に合わせて、
田植えを行いました。それから約４ヶ月、子どもたち
は稲の成長していく様子を見ながら、稲刈りの時季を
心待ちにしていたようです。
　普段から実家の田んぼで手伝いをしている児童も多
く、慣れた手つきで、協力しながら作業を進めていま
した。

　アコ・ナイトプロダクトが主催する「アコ・ナイト」
が、東城まちなか交流施設えびす「蔵」で開催されま
した。「昔少しだけ、かじっていた！　ギターを弾い
てみたい！　昭和の音楽が好き！」など、歌と音楽に
興味を持った約 20人が、アコ・ナイト（音楽を愛す
る人々が集まり、楽器を奏で、歌を歌い、音楽を楽し
む夜）に集まり、歌や演奏を披露しました。
　会場には、自由に使えるフォークギターやエレキギ
ターなどの楽器も用意されました。懐かしい音楽が流
れる中、参加者は楽しく語り、歌い合い、「最近、音
楽でのつながりの場が増えてうれしい。この流れが
もっと広がってほしい」と声を弾ませていました。

　交通安全推進地域交流グラウンドゴルフ大会が口和
町金田で開催され、口和・高野・比和地域の交通安全
協会加入者約 100人が参加しました。
　この大会は地域間の交流を深め、交通安全を推進す
ることを目的に開催されています。今年で３回目を迎
え、口和地域では初開催となりました。
　参加者は８ホール３コースの合計打数を競いなが
ら、和気あいあいとした雰囲気でプレーしていました。
参加者は「３地域で交流することで、広域の交通安全
を推進していきたい」「今後はグラウンドゴルフ以外
でも地域同士のつながりを深めていきたい」と話して
いました。

第20回ひろしまクロスカントリー大会が道後山高
原クロカンパークで開催され、全国各地から5,500 人
が来場し、1,813 人の選手が参加しました。
大会は１～８kmの５コース・36 部門で行われ、小

さな子どもからトップアスリートまで、各ランナーが
健脚を競い合いました。当日は天候にも恵まれ、澄み
切った青空の下、参加者たちはアップダウンの激しい
芝生のコースを全力で駆け抜けました。
参加者には大会オリジナルタオルやコースターが配

られたほか、広島県実業団招待選手のサイン会や、豪華
景品が当たるお楽しみ抽選会が行われ、交流を深めて
いました。

▲お礼のコメントを述べる林家ひろ木さん（右）

▲演奏を聴きながら談笑する参加者たち▲「シャッフルボード」を楽しむ子どもたち ▲円卓会議でグループ発表を聞く参加者たち

№5

№4

№6 №2

№3

№1

▲鎌を使って稲を刈り取る子どもたち ▲芝の上を全力疾走で駆け抜けるランナー▲グランドゴルフを楽しむ参加者

▲川底の石を剥がして昆虫採集

№7№8
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　市内５地域に「ブレストケア・ピンクリボンキャンペーン実行委員会」があり、地域の状況に応じて啓発活
動をしています。その一例として、口和地域での取り組みを紹介します。
　口和地域では、「夢と笑顔のフレンドサークル　口和健康づくりの会」のメンバーが実行委員を兼ねていま
す。口和モーモー祭やその他イベントで、ピンクリボンＴシャツを着用し、セルフチェック方法を紹介した啓
発ティッシュを配布しています。本年は、10月20日（日）口和自治振興センターで開催される、第13回口和
健康ふくし祭（わいわいフェスタ）で、「ピンクリボン笑顔の写真館」を実施する予定です。皆さんもこの機
会にぜひピンクリボン活動への理解を深めてください。

　「ピンクリボン」は、乳がんの正しい知識を広め、乳がん検診の
早期受診などを推進し、乳がんの早期発見、早期治療を啓発する活
動のシンボルです。
　乳がんは、現在女性の11人に１人がかかるといわれています。
しかし、早期発見であれば、約90パーセントの人が治癒します。
乳がんの早期発見・早期治療に向けて、ピンクリボン活動では、セ
ルフチェックや定期検診などの必要性を伝えています。

口和支所地域振興室
専門員　元永 貴美江

～自分のために、あなたの大切な人のために～
保健医療課健康推進係　☎０８２４ー７３ー１２５５

ピンクリボン活動

＜乳がんを早期に発見する効果的方法＞

20代～30代
○月に１回のセルフチェック
○乳房の主治医を見つけておきましょう
○超音波検査（主治医と相談してスタート）

40代～50代
○月に１回のセルフチェック
○２年に１回のマンモグラフィ検査
○超音波検査が必要な場合もあります（主治医と相談）

 ●10月はピンクリボン月間です

 ●庄原市のピンクリボン活動

 ●10月はがん検診一斉受診月間です
　広島県は、がん検診の受診促進のため、10月をがん検診一斉受診月間とし、この期間中に県内32の医療機
関で日曜日にがん検診が実施されます。
　受診できる医療機関や受診可能日など詳しくは、がん検診一斉受診月間キャンペーンサイトをご覧くださ
い。（URL:https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kakaa）
　また、市で実施する乳がん・子宮がん検診については、保健医療課健康推進係（☎0824-73-1255）にお問
い合わせください。

過去の口和健康ふくし祭での様子 過去の口和モーモー祭での様子

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 10月21日㈪・11月11日㈪・18日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

※手続きには約30分を要します。

育児相談 11月12日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 11月21日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 11月14日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 11月５日㈫・19日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572東城 11月７日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

総領 11月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 11月21日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 11月21日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 11月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 11月15日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　西城 11月１日㈮13時～16時 西城自治振興センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原
「とんぼ」

11月５日㈫・19日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
11月７日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
10月29日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

比和 「あしたのカフェ」
10月22日㈫13時30分～15時 比和温泉施設あけぼの荘 比和支所市民生活係

☎0824-85-3001

身体障害者　
補装具判定会 肢体 11月21日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 10月21日㈪・11月11日㈪
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210
高野 11月13日㈬９時30分～12時 高野保健福祉センター 身体・知的

心の健康相談 11月19日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

広報しょうばら／ 2019.10　14 15　2019.10 ／広報しょうばら



お知らせInformation

催　
　

し

庄
原
ガ
ー
デ
ン
大
学

２
０
１
９

　
「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
た
め
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

初
心
者
向
け
の
講
座
を
開
講
し
ま

す
。
バ
ラ
を
テ
ー
マ
に
栽
培
の
基

礎
知
識
、
鑑
賞
、
活
用
の
３
つ
の

視
点
か
ら
学
び
ま
す
。

　

全
講
座
を
受
講
し
た
方
に
は
、

素
敵
な
ガ
ー
デ
ン
グ
ッ
ズ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
第
１
回　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

の
お
庭
を
観
て
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

学
ぼ
う
】

と
き

10
月
18
日
㈮　

13
時
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

市
内
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
数
庭

講
師　

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

石
原
和
幸
さ
ん

内
容　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
お

庭
を
石
原
さ
ん
と
共
に
巡
り
、
庭

主
の
話
を
聞
き
な
が
ら
庭
造
り
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

定
員　

28
人

参
加
費　

２
千
円

申
込
期
限　

10
月
15
日
㈫

【
第
２
回　

オ
ー
タ
ニ
流
バ
ラ
の

活
用
術
】

と
き

10
月
26
日
㈯　

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

講
師　

暮
ら
し
の
ア
ト
リ
エ　

大

谷
朱
美
さ
ん

内
容　

道
具
が
な
く
て
も
で
き

る
！　

バ
ラ
の
有
効
成
分
抽
出
法

を
使
っ
た
テ
ィ
ン
ク
チ
ャ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ン
作
り
を
実
践
。
料
理
家
の

顔
を
持
つ
大
谷
さ
ん
特
製
の
ハ
ー

ブ
テ
ィ
ー
＆
焼
き
菓
子
付
。

定
員　

25
人

参
加
費　

１
５
０
０
円

申
込
期
限　

10
月
19
日
㈯

【
第
３
回　

ば
ら
栽
培
の
一
年
ま
る

わ
か
り
講
座
＆
ば
ら
栽
培
ト
ー
ク
】

と
き

11
月
９
日
㈯　

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

ゆ
め
さ
く
ら

講
師

福
山
ば
ら
会　

石
井　

稔
さ
ん

内
容　

実
演
を
交
え
、
基
本
的
な

ば
ら
の
栽
培
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
を
公
開
し
て
い

る
庭
主
と
の
お
悩
み
相
談
も
。

参
加
費　

千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
限　

11
月
２
日
㈯

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
（
庄

原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号　

観
光
振
興
課
内
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

FAX
０
８
２
４
‐
72
‐
３
３
２
２

※
申
し
込
み
は
、
期
限
ま
で
に
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

「
白
楊
祭
」

　

第
30
回
目
と
な
る
「
白
楊
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
は
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
は
何
す
る
庄

原
で
？
」
を
テ
ー
マ
に
、“
庄
原

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
大
学
祭
”
を

感
じ
ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
バ
ン
ド
演

奏
や
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
お
笑
い
ラ

イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
模

擬
店
の
出
店
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と

い
っ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ

ま
す
。

と
き

10
月
26
日
㈯　

９
時
～
20
時（
予
定
）

10
月
27
日
㈰　

９
時
～
18
時（
予
定
）

と
こ
ろ

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

問
い
合
わ
せ

白
楊
祭
実
行
委
員
会

メ
ー
ル　

hakuyousai2019@
gm

ail.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.

pu-hiroshim
a.ac.jp/site/

festival/list39-106.htm
l

第
53
回
庄
原
市
西
城
町
美
展

　

絵
画
・
書
・
工
芸
・
写
真
・
生

け
花
な
ど
の
美
術
展
覧
会
。
保
・

小
・
中
・
高
校
生
の
児
童
・
生
徒

の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

と
き　

10
月
26
日
㈯
～
28
日
㈪

９
時
～
18
時

※
初
日
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
あ
り
（
９
時
30
分
開
始
）

※
最
終
日
は
12
時
ま
で

と
こ
ろ

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

西
城
自
治
振
興
区

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
１
７
５

東
城
ま
ち
な
み
ぶ
ら
り
散
歩

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

城
下
町
の
風
情
を
残
す
東
城
の

ま
ち
な
み
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル

が
、
期
間
限
定
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

な
り
ま
す
。
商
店
や
民
家
に
は
絵

画
、
手
芸
品
な
ど
が
並
び
、
街
角

に
は
茶
屋
が
開
か
れ
ま
す
。
の
ん

び
り
、
ゆ
っ
く
り
、
歴
史
や
文
化
、

出
会
い
に
ふ
れ
る
秋
の
ひ
と
と
き

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
１
日
㈮
～
５
日
㈫　

10
時
～
16
時

と
こ
ろ

街
道
東
城
路
（
東
城
町
市
街
地
）

問
い
合
わ
せ

東
城
ま
ち
な
か
交
流
施
設
え
び
す

☎
０
８
４
７
７
‐
３
‐
０
７
８
８

お
通
り

　

江
戸
時
代
に
地
域
の
祈き

と
う祷
と
五

穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣
を
願
い
、
町
内
を
ご
神

体
（
み
こ
し
）
が
巡
り
歩
い
た
こ

と
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
伝
統
行
事

で
す
。
大
名
、
武
者
、
華は

な
わ
ら
べ

童
子
か

ら
な
る
行
列
に
、
華
を
あ
し
ら
っ

た
「
母ほ

ろ衣
」
が
加
わ
り
、
総
勢
約

１
０
０
人
か
ら
な
る
勇
壮
か
つ
華

や
か
な
時
代
絵
巻
が
東
城
の
ま
ち

な
み
を
巡
り
ま
す
。

と
き　

11
月
４
日
（
月
・
振
）　

12
時
～
16
時

と
こ
ろ　

東
城
町
市
街
地

問
い
合
わ
せ

お
通
り
保
存
振
興
会

（
東
城
町
商
工
会
内
）

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
５
２
５

帝
釈
も
み
じ
ま
つ
り

　

国
定
公
園
帝
釈
峡
の
紅
葉
と
、

秋
の
食
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
川
魚
の
塩
焼
き
や
松
茸
う
ど

ん
、
香
茸
ご
は
ん
な
ど
の
地
域
特

産
品
が
そ
ろ
う
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー

を
は
じ
め
、
永
江
太
鼓
保
存
会
や

新
見
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

演
奏
の
ほ
か
、
各
種
団
体
の
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
４
日
（
月
・
振
）　

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

帝
釈
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

帝
釈
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会

（
帝
釈
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
０
５
５

絵
本
原
画
展
＆
講
演
会　
　

「
ふ
じ
も
と
し
ろ
う
の
世
界
」

　

手
塚
治
虫
さ
ん
の
虫
プ
ロ
で
経

験
を
積
ん
だ
後
、
絵
本
作
家
と

な
っ
た
、
ふ
じ
も
と
し
ろ
う
さ
ん

の
絵
本
作
品
の
原
画
展
と
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ふ
じ
も
と
し
ろ
う
さ
ん
の
世
界

を
、
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
絵
本
原
画
展　

「
ね
ず
み
の
え
ん
そ
く　

も
ぐ
ら

の
え
ん
そ
く
」

と
き　

10
月
19
日
㈯
～
25
日
㈮　

９
時
～
16
時

と
こ
ろ

東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
講
演
会

「
ア
ニ
メ
の
世
界
か
ら
絵
本
画
家
へ
」

と
き

10
月
23
日
㈬　

14
時
30
分
～

と
こ
ろ　

東
城
中
学
校

問
い
合
わ
せ　

東
城
教
育
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
１
１

比
和
人
権
講
演
会

と
き　

11
月
19
日
㈫

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ

比
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

講
師

津
軽
三
味
線
ユ
ニ
ッ
ト　

来ら

せ

ら

世
楽

演
題

感
謝
の
心
で
奏
で
る
津
軽
の
響
き

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

小
学
校
の
頃
よ
り
同
じ
京
極
流

で
三
味
線
と
民
謡
を
学
ん
で
い
た

「
あ
つ
こ
」
と
「
ゆ
か
」
が
、
自

分
達
の
学
ん
で
き
た
津
軽
三
味
線

や
民
謡
を
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
表

現
し
、
若
い
人
達
に
も
純
邦
楽

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

２
０
０
１
年
に
女
性
津
軽
三
味
線

ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
。
津
軽
三
味
線

と
民
謡
の
楽
曲
の
み
な
ら
ず
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
や
沖
縄
民
謡
を
邦
楽

風
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
、
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
１

第
27
回
比
和
や
ま
び
こ
祭

　

毎
年
恒
例
、
滝
の
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
「
福
田
頭
」
を
借
景
に
開

催
さ
れ
る
「
比
和
や
ま
び
こ
祭
」。

大
好
評
の
市
内
特
産
品
・
農
産
加

工
品
な
ど
の
バ
ザ
ー
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

来
年
公
開
さ
れ
る
「
比
和
牛
供
養

田
植
」
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
「
供
養
牛
」

の
披
露
や
、
比
和
産
の
新
そ
ば
の

解
禁
に
あ
わ
せ
て
「
手
打
ち
そ
ば

の
実
演
販
売
」
な
ど
も
行
わ
れ
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

と
き　

10
月
27
日
㈰

９
時
～
15
時
10
分

と
こ
ろ　

比
和
総
合
運
動
公
園

内
容

●
比
和
小
児
童
に
よ
る
鼓
笛
・
合
唱

●
比
和
中
生
徒
と
比
和
町
郷
土
芸

能
振
興
会
に
よ
る
比
和
牛
供
養
田

植
・
供
養
牛
の
披
露

●
新
そ
ば
解
禁
・
手
打
ち
そ
ば
の

実
演
販
売

●
吾
妻
太
鼓

●
太
極
拳
・
ソ
ー
ラ
ン

●
ト
ラ
イ
ア
ル
ス
ー
パ
ー
デ
モ

●
森
本
ケ
ン
タ
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

問
い
合
わ
せ

比
和
や
ま
び
こ
祭
実
行
委
員
会
事

務
局

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
３

庄
原
市
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ

　

市
内
の
各
小
中
学
校
か
ら
応
募

の
あ
っ
た
「
環
境
と
健
康
の
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
」
の
表
彰
式
、
家
庭

で
の
省
エ
ネ
方
法
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
が
も
ら
え
る
コ
ー
ナ
ー
、

省
エ
ネ
商
品
の
展
示
紹
介
な
ど
、

環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ま
た
、
粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ

れ
た
自
転
車
や
家
具
な
ど
の
展
示

即
売
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

掘
り
出
し
物
を
探
し
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
、３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

の
取
り
組
み
や
地
球
温
暖
化
な
ど

の
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

11
月
９
日
㈯　

10
時
～
14
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
３
９
８

令
和
元
年
度　
　
　
　
　
　

庄
原
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
」
で
す
。
庄
原
市
の
こ
れ

か
ら
の
教
育
を
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

　

ぜ
ひ
、
児
童
生
徒
の
学
び
の
姿

を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
20
日
㈰

開
場
12
時
30
分

開
始
13
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

内
容

▼
小
学
生
に
よ
る
外
国
語
科
（
英

語
）
の
公
開
授
業
（
庄
原
小
６
年
）

▼
中
学
生
に
よ
る
外
国
語
科
（
英

語
）
の
取
組
発
表
・
英
語
ス
ピ
ー

チ
（
庄
原
中
）

講
演

「
外
国
人
か
ら
見
た
日
本
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
現
状
～
日
本
人
が

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
向
き
合
う
た
め

の
心
構
え
～
」

講
師

ル
ー
ス
・
マ
リ
ー
・
ジ
ャ
ー
マ
ン

さ
ん

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

三
次
高
等
技
術
専
門
校　
　

「
技
能
祭
」

と
き

11
月
９
日
㈯　

10
時
30
分
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

（
三
次
市
十
日
市
南
６
丁
目
14
‐

１
）

内
容

●
自
動
車
整
備
科
・
溶
接
加
工
科
・

建
築
科
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
の
実

習
場
公
開
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
粗
品
を

ゲ
ッ
ト

●
い
い
物
あ
る
よ
!!　

実
習
作

品
・
紙
太
鼓
な
ど
即
売
、
飲
食
物

の
バ
ザ
ー

広報しょうばら／ 2019.10　16 17　2019.10 ／広報しょうばら



お知らせInformation

募　
　

集

そ  

の  

他

●
子
ど
も
向
け
、
芋
掘
り
、
積
み

木
大
会
、
働
く
車
ラ
ジ
コ
ン
走
行

体
験
な
ど

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

新
！
庄
原
グ
ル
メ　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
９

　

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会

は
、
12
月
15
日
㈰
ま
で
、「
新
！

庄
原
グ
ル
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
９
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
、「
新
！
庄
原
グ
ル
メ
」

を
食
べ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た

方
、「
新
！
庄
原
グ
ル
メ
」
を
食

べ
て
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
）
へ
投
稿
し
た
方
の
中
か

ら
抽
選
で
、
計
15
人
に
比
婆
牛
な

ど
庄
原
の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
は
、
市
内
物
販
拠
点
施
設
や
観

光
施
設
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
庄
原
の
秋
の
グ
ル
メ
を

食
べ
に
各
店
舗
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会

（
事
務
局　

商
工
林
業
課
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

こ
ど
も
の
内
分
泌
疾
患　
　

講
演
会
・
交
流
会

と
き

11
月
7
日
㈭　

14
時
～
16
時

と
こ
ろ　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３

庁
舎
１
階
1
0
1
会
議
室

（
三
次
市
十
日
市
東
四
丁
目
６
番

１
号
）

内
容

●
講
演
会　

14
時
～
15
時

『
こ
ど
も
の
成
長
の
問
題
―
低
身

長
に
つ
い
て
―
』

広
島
大
学
病
院　

小
児
科

坂
田
園
子
先
生

●
交
流
会　

15
時
～
16
時

　

病
気
の
こ
と
や
日
常
生
活
で

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
一
緒
に

お
話
し
ま
せ
ん
か
？　

交
流
会
に

は
、
医
師
、
保
健
師
、
小
児
難
病

相
談
員
も
参
加
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
申
し
込
み
は
平
日
９
時
～

17
時

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈭

※
当
日
参
加
も
可

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

難
病
対
策
セ
ン
タ
ー　

小
児
難
病

相
談
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://hom
e.

hiroshim
a-u.ac.jp/cidc/

☎
０
８
２
‐
２
５
７
‐
５
０
７
２

県
立
広
島
大
学

市
民
公
開
講
座

　
「
庄
原
の
生
活
と
環
境
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
公
開
講
座
を
行

い
ま
す
。

と
き
・
内
容 

◆
第
１
回　

10
月
28
日
㈪

14
時
40
分
～
16
時
10
分

「
県
立
広
島
大
学
学
生
か
ら
見
た

庄
原
の
暮
ら
し
」

講
師　

県
立
広
島
大
学
学
部
生
・

大
学
院
生

◆
第
２
回　

11
月
5
日
㈫

14
時
40
分
～
16
時
10
分

「
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
お
米
の
品
種
識
別
」　

講
師　

福
永
健
二
教
授

◆
第
３
回　

11
月
14
日
㈭

10
時
40
分
～
12
時
10
分

「
庄
原
の
景
観
や
食
に
通
ず
る
樹

木
や
野
草
の
成
分
を
観
る
」

講
師　

荻
田
信
二
郎
教
授

◆
第
４
回　

11
月
19
日
㈫

14
時
40
分
～
16
時
10
分

「
Ｐ
Ｍ
2
.
5
を
測
定
し
、
庄
原

の
大
気
環
境
を
知
る
」

講
師　

栁
下
真
由
子
助
教

と
こ
ろ　

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

募
集
定
員　

25
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
１
９
年
度
公
開
講
座

　

県
立
広
島
大
学
で
、
公
開
講
座

「
学
生
と
地
域
で
関
わ
る
～
そ
の

手
法
と
課
題
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
公
開
講
座
は
県
立
広
島
大

学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域

活
性
化
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
た

め
に
、産
学
官
連
携
や
学
術
広
報
、

生
涯
学
習
の
支
援
な
ど
の
一
環
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
12
日
㈫

13
時
～
16
時
10
分

と
こ
ろ

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容

「
学
生
と
地
域
の
協
働
で
の
加
工

食
品
開
発
」

講
師　

吉
野
智
之
准
教
授

「
畦
畔
管
理
に
適
し
た
カ
バ
ー
プ

ラ
ン
ツ
を
求
め
て
」

講
師　

入
船
浩
平
教
授

問
い
合
わ
せ

県
立
広
島
大
学　

庄
原
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
74
‐
１
０
０
０

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術　

専
門
校
入
校
生

　

令
和
２
年
４
月
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
訓
練
科
な
ど

●
自
動
車
整
備
科
（
２
年
間
）

●
溶
接
加
工
科
（
１
年
間
）

●
建
築
科
（
１
年
間
）

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
６
カ
月
間
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
対
象
者

令
和
元
年
度
の
卒
業
生
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
者
（
自
動
車
整
備
科

は
高
卒
見
込
み
の
者
）

応
募
受
付
期
間

10
月
31
日
㈭
必
着

選
考
日
な
ど

▼
選
考
日　

11
月
18
日
㈪

▼
選
考
内
容　

数
学
・
国
語
・
面

接▼
合
格
発
表　

11
月
29
日
㈮

問
い
合
わ
せ

三
次
高
等
技
術
専
門
校

（
三
次
市
十
日
市
南
６
‐
14
‐
１
）

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
番

　

消
費
者
庁
は
、
契
約
や
悪
質
商

法
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
、
製
品
・
食

品
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
事
故
な
ど

の
消
費
生
活
相
談
の
窓
口
を
ご
案

内
し
、解
決
の
支
援
を
図
る
た
め
、

全
国
共
通
の
電
話
番
号
１
８
８
番

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
全
国
ど
こ

か
ら
で
も
３
桁
の
電
話
番
号
で
つ

な
が
る
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
１
８
８
（
い
や
や
！
）」
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が

ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

に
つ
い
て
も
、
市
区
町
村
や
都
道

府
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
開

所
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
で
相
談
の
補
完
を

す
る
な
ど
、
年
末
年
始
（
12
月
29

日
～
１
月
３
日
）
を
除
い
て
、
原

則
毎
日
利
用
で
き
ま
す
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
番

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

問
い
合
わ
せ

消
費
者
庁
消
費
者
教
育
・
地
方
協

力
課　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
担
当

☎
03
‐
３
５
０
７
‐
９
１
９
０

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９　
　
　
　
　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

で
は
、
聴
覚
や
発
話
の
障
害
に
よ

り
音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が

困
難
な
方
を
対
象
に
、
本
年
10

月
１
日
か
ら
新
た
に
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ

１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
概
要

　

音
声
通
報
が
困
難
な
方
が
、
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
通
し
て
、

簡
単
な
画
面
操
作
で
１
１
９
番
通

報
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
事
前
登

録
型
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

利
用
対
象
者

　

備
北
地
区
消
防
組
合
管
内
に
居

住
ま
た
は
就
業
・
就
学
し
、
聴
覚

や
発
話
に
障
害
が
あ
り
音
声
に
よ

る
通
報
に
不
安
が
あ
る
方
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る
方

は
、
申
請
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
対
象
機
器

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
一
部
の

高
機
能
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ン
な

ど
。

申
請
窓
口

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部　

通
信
指
令
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
１
１
９
１

FAX
０
８
２
４
‐
63
‐
３
４
４
６

メ
ー
ル

tuushin3@
119-bihoku.jp

申
請
書

　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま

消費者庁
消費者ホットライン188
イメージキャラクター
「イヤヤン」
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お知らせInformation

消費税率の改定に伴い施設使用料などが変わります
－改定後の使用料などの適用は令和２年４月１日から－

　10月１日から消費税および地方消費税の税率が10％に改定されたことに伴い、市の施設使用料などの
改定を行います。改定後の使用料などの適用は令和２年４月１日からとなります。
　詳しくは「広報しょうばら」令和２年３月号などでお知らせする予定です。

問い合わせ　行政管理課行政管理係　☎０８２４‐７３‐１１１２

次のものは、10月１日から税率10％を適用しています。
※庄原市指定ごみ袋のうち袋代のみ。
　【ごみ袋販売価格＝袋代(令和元年10月１日～改定)＋証紙代(令和２年４月１日～改定)】                  
※上下水道料金、西城市民病院事業に関する使用料など。

■まずは次の入会説明会へお気軽においで下さい。
    9月20日(金) 10月21日(月) 11月20日(水)
  12月20日(金) 1月20日(月)　  2月20日(木)　

■問合せ先／庄原市シルバー人材センター本所　事務局 
　　　　　　　　庄原市三日市町20-13　電話0824-72-1135

公益社団法人庄原市シルバー人材センター

会員
募集
会員
募集
会員
募集

特に草刈、剪定ができる方を
募集しています。
その他いろいろな仕事があります。

広告

いずれの日も午前10時からシルバー人材センター本所・各支所で行います。

広告

国営備北
丘陵公園
だより

庄
原
さ
と
や
ま
夢
ま
つ
り

　

地
域
の
団
体
に
よ
る
備
北
地
域

の
産
品
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

と
き

10
月
12
日
㈯
～
14
日
（
月
・
祝
）

11
時
～
16
時

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場

山
陰
・
山
陽
花
め
ぐ
り
街
道

Ｐ
Ｒ
＆
ペ
ン
ギ
ン
と
散
歩

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
参
加
し
た
方

は
、
ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
会
に
参
加
で

き
る
ほ
か
、
ペ
ン
ギ
ン
と
の
お
散

歩
が
楽
し
め
ま
す
。

と
き

10
月
13
日
㈰　

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

里
山
の
駅　

庄
原　

ふ
ら
り

と
き　

10
月
14
日
（
月
・
祝
）

10
時
～
14
時

と
こ
ろ

里
山
の
駅　

庄
原　

ふ
ら
り

問
い
合
わ
せ

市
児
童
福
祉
課

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

コ
ス
モ
ス
の
切
り
花
体
験

と
き　

10
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

13
時
～
15
時

※
荒
天
・
雨
天
時
は
開
催
日
を
変

更
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

と
こ
ろ　

花
の
広
場

定
員

約
２
０
０
人
／
日
（
10
本
／
人
）

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ａ
‐
１
フ
ェ
ス
タ

　

き
の
こ
観
察
会
・
き
の
こ
料
理

の
販
売
・
き
の
こ
作
品
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
見
て
・
食
べ
て
・

体
験
し
て
、
き
の
こ
を
楽
し
め
ま

す
。

と
き

10
月
13
日
㈰　

10
時
～
16
時

と
こ
ろ

里
山
の
駅　

庄
原　

ふ
ら
り

第
19
回
こ
ど
も
ま
つ
り

　

動
物
ふ
れ
あ
い
広
場
や
、
乗
馬

（
ポ
ニ
ー
）・
は
し
ご
車
の
試
乗
ほ

か
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
!!

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北コスモスピクニック
10月20日㈰まで開催中！
無料入園日：10月13日㈰・20日㈰

県
大
会

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
41
回
全
日
本
少
年
少
女
武
道

（
柔
剣
道
）練
成
大
会

（
７
月
31
日
／
東
京
都
千
代
田
区
）

●
小
学
６
年
生
の
部

第
８
位

細
川　

柊
河
（
小
奴
可
小
６
年
）

●
中
学
１
年
生
の
部

第
２
位

細
川　

楓
河
（
東
城
中
１
年
）

※
広
報
し
ょ
う
ば
ら
９
月
号
で

の
紹
介
記
事
で
、順
位
を
誤
っ
て

記
載
し
て
い
ま
し
た
。訂
正
し
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

第
43
回
広
島
県
空
手
道　
　

選
手
権
大
会

（
６
月
９
日
）

●
少
年
男
子
組
手
競
技

優
勝

新
井　
　

蓮
（
呉
港
高
３
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広島県最低賃金は、
令和元年 10月 1日から

時間額 871 円です。
詳細は、広島労働局労働基準部賃金室（☎ 082-221-9244）
または三次労働基準監督署（☎ 0824-62-2104）までお問い
合わせください。
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問い合わせ　広島県医療介護保険課　☎082-513-3212
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お知らせInformation

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

10月・11月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶都合により、初めて編集に携わりました。文章に各
担当者それぞれの思いが詰まっているんだな、と感
じました。ぜひ端から端まで読んでみてください。
▶「比婆牛」のＧＩ登録。これで、条件を満たすもの
でないと、「比婆牛」という名称を使用することがで
きなくなりました。庄原の和牛振興に携わってこら
れた方々の努力と苦労の賜物ですね。

10 月・11 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　と　き　10月28日㈪　「Ｔシャツ」
　　　　　11月25日㈪　「シルクストール・ハンカチ」
　　　　　①９時～12時　②13時～16時
　定　員　①②各12人
　参加費　5,000円
▶展示・販売＆イベント
○庄原実業高校　庄実農業クラブ
　※学校で生産した農産物の販売
　と　き　10月 12日㈯・11月 16日㈯　10時～
○瀬戸内海産物特選市（音戸ちりめん、珍味など）
　と　き　毎週土・日曜日　10時～　※毎月開催予定
○ゆめさくら秋祭り
　と　き　10月 12日㈯・13日㈰（予定）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
お袋展（手さげ袋のいろいろ）
とき　11月８日㈮～10日㈰　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工林業課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

令和元年８月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３５，０２９人（前年比－７０１人）　
男　　１６，６７１人（前年比－３１６人）　
女　　１８，３５８人（前年比－３８５人）
世帯数　１５，５２６世帯（前年比－１３５世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４２９人（前年比＋４１人）
○庄原地域　１７，８３０人（７，９３８世帯）
○西城地域　　３，３２１人（１，４１２世帯）
○東城地域　　７，５５５人（３，４９３世帯）
○口和地域　　１，９５０人　　（７９７世帯）
○高野地域　　１，７２６人　　（６７０世帯）
○比和地域　　１，３４０人　　（６０６世帯）
○総領地域　　１，３０７人　　（６１０世帯）

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

10月27日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
11月３日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

10日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
17日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

と　き　10月28日㈪　12時15分～ 55分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　【ピアノデュオ】橋

はしづめ

詰貴
た か こ

子・中
な か の

野美
み か

香
演奏曲目　「スラブ舞曲 第 10 番（ドヴォルザーク
作曲）」「故郷～赤とんぼ～朧月夜（日本のうたメド
レー）」ほか
▶橋詰貴子…広島音楽高等学校ピアノ科卒業。国立音
楽大学器楽学科ピアノ専攻卒業。ソロ、アンサンブ
ルでの演奏活動をはじめ、～こどもと音楽～をテーマ
として「ミュージック・ステーション・フェスティバ
ル」を廿日市文化ホールにて多くの門下生と共に毎年
開催。現在は見真学園広島音楽アカデミー講師主事、
見真幼稚園コーラス部「コール・ブロッサム」指揮・
指導者、広島ミュージック・ステーション代表、広島
市文化協会所属。
▶中野美香…東京都出身。国立音楽大学付属中学、
高校を経て同大学ピアノ科卒業。ソロ、伴奏、室内楽
などさまざまなコンサート活動を展開しながら、後進
の指導、また自ら国内外の演奏家を招へいし、東広島
市内でのコンサートを企画。全日本ピアノ指導者協会
東広島ステーション代表。

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　11 月９日（土） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

11 月

蓄音機の歴史（発明）

○エジソン式蓄音機【Phonograph】『縦記録方式』　
　音を記録するアイデアは、1857 年フランス人レオン・スコッ
トが最初に発表しています。
　しかし 1877 年、発明王と言われたアメリカ人「トーマス・
エジソン」が、円筒方式の蓄音機（図１）を世界で最初に発明
しました。それは、吹込みホーンの音（振動）を円筒状の錫

すずはく

箔
へ針で“縦（深み）方向”に刻んで記録。再生は、この刻み
を針でトレースし、再生ホーンで音を聴きます。これまで困難
だった「音」を、“任意に録音し”何時でも聴くことができる
ようになりました。この史上初の「録音と再生」の機械は、「フォ
ノグラフ」といい、現在の情報記録・再生機器の原点です。録
音円筒は錫箔から蝋

ろうかん

管へ、さらにセルロイド製になり、録音時
間も２分から４分になりました。日本では早くも1879年に、フォ
ノグラフがイギリス人によって公開されています。

〇ベルリナー式蓄音機【Gramophone】『横記録方式』
　ドイツ生れのアメリカ人、「エミール・ベルリナー」が、エジ
ソン式蓄音機の発明から 10 年後の 1887 年に円盤方式（図２）
を発明しました。
　これは硬質ゴムの円盤上に、ホーンに入った音（振動）を針
で“横（水平）方向”に刻んで記録。再生はこの刻みを針でトレー
スし、ホーンで音を聴きます。これを「グラモフォン」と呼び、
音質や取り扱い易さなど多くの点でエジソンの円筒式より優れ
ていました。その後、材質は音の良いシェラック（※）が使わ
れ、録音時間は３分（両面で６分）に、これがＳＰ（standard 
playing）レコードです。このグラモフォン式は、その後の蓄音
機発展の基本となり、ＳＰレコードはＥＰ・ＬＰレコードへと
進化していきます。両方式とも初期は手回し式でしたが、後に
はゼンマイ動力に変わりました。
　当初蓄音機は、蘇

そ げ ん き

言機または蘇
そ お ん き

音機などと呼ばれていました
が、その後「蓄音機」の名称が一般に定着していきます。

（※）ラックカイガラムシの分泌物を精製した樹脂。
図１：図説　世界の蓄音器　星雲社　より転載
図２：THE PHONOGRAPH　（株）ステレオサウンド　より
転載

口和郷土資料館  ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

図１　発明時のエジソン式

図２　発明時のベルリナー式

家庭で実践！食品ロスの削減

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

　皆さんは食品ロスという言葉を知っていますか？
食品ロスとは、まだ食べられるのに廃棄される食品のことです。食
品ロスを少しでも減らすために、庄原市内の学校給食共同調理場で
は、「ブロッコリーの茎を使う」「アスパラガスの根元の硬い部分も
皮をむいて使う」など、さまざまな工夫に取り組んでいます。
広島県が紹介している食品ロスの削減のために家庭でできることの
一つとして、食材を使いきることが挙げられています。今回は、共
同調理場で作られる食材を無駄なく使うレシピを掲載しますので、
ご家庭でもぜひ作ってみてください。

【さつまいもとブロッコリーのサラダ】
・さつまいも（皮ごと 1.5cm角切り）１本（約 250 ｇ）
・ブロッコリー（１cm角の薄切り）60ｇ
・にんじん（１cm角の薄切り）50ｇ
・キャベツ（１cm角切り）１枚（約 60ｇ）
・コーン（冷凍）40g

（調味料Ａ）
・塩　適宜
・こしょう　少々
・酢　小さじ１
・マヨネーズ　50ｇ（大さじ４弱）

《作り方》
①野菜を切る。
・にんじんは皮をむき、１cm角の薄切りにし、キャベツ
も１cm角に切る。
・ブロッコリーは房を小さく切り分ける。（茎の部分も甘
みがあっておいしいので、皮をむき、１cm角の薄切りに
して使う。）
・さつまいもはきれいに洗い、皮をつけたまま 1.5cm角の
大きさに切り、水にさらしておく。
②さつまいもと野菜をゆでる。
・鍋にさつまいもと水を入れて火にかけて８分くらいゆで
る。さつまいもが柔らかくなったらお湯を捨て、再び鍋に
入れて火にかけ、粉ふき芋を作る要領で水気を飛ばして冷
ましておく。
・ブロッコリーは、沸いたお湯の中に先に茎を入れ、続い
て小房に切ったブロッコリーを入れる。程よい硬さになっ
たらザルに上げて冷まし、水気を切っておく。
・鍋にお湯を沸かし、にんじん、キャベツ、コーンの順に
入れてゆで、ザルに上げて水をかけて冷まし、水気を切っ
ておく。
③ボールにゆでたさつまいもと野菜を入れ、調味料Ａを加
えてあえる。

・甘い味がチャームポイントのさつまいも。サラダにしてもおいし
いですよ！

・皮の色が鮮やかなものを使うと、仕上がりがきれいです。
・好みでハムやツナなどを加えると、ボリューム感が出ます。

広報しょうばら／ 2019.10　22 23　2019.10 ／広報しょうばら



　 庄原の食材を扱うお店を応援します！

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

と　き
ところところ

問い合わせ
●ふれあい東城まつり実行委員会（東城支所産業建設室内）
　 ☎０８４７７ー２ー５００８
●庄原「みのりの祭典’21」実行委員会（ＪＡ庄原営農販売部内）
　 ☎０８２４ー 72 ５ー６５４

　東城の秋を楽しむ祭りです。初日は地域の方や団体が芸能などを披露する「ふれあいステージ」を開催。２日目
は庄原「みのりの祭典’21」と合同で開催し、特産品などの販売や各種団体の作品展示、ちびっこ相撲のほか、
新沼謙治歌謡ショーや比婆荒神神楽子ども神楽塾などのステージが祭りを盛り上げます。

庄原
「みのりの祭典’21」

ふれあい
東城まつり

10 月19 日（土）・20 日（日）
 東城小学校グラウンド、
 東城文化ホールほか

グリーンフィールド西城

所　庄原市西城町小鳥原 347-1
☎　０８２４－８４－２７１１
営　10時～17時　１月・２月は土日・祝日のみ営業
休　月曜日（月曜日が祝日の場合は、翌日が休みとなります。）
 P　あり

取 り 扱 う
市内産食材

皆さんへ一言
　自家牧場の搾りたてミルクと地元の野菜、山で取れる実などを使った

アイスクリームを製造・販売しています。当店のこだわりは良いものを届

けること。自家製のミルクに地場の野菜や果物。余計なものは入れない

素朴だけど素材の味がしっかり生きている食べた人が幸せになれるアイス

クリームを自然豊かな山の中で世代を超えて作り続けています。

生乳、イチゴ、パンプキン、グリーンピース、
トマト、ふきのとう、干し柿、りんご、すもも、
またたび、かりん、ナツハゼ、サルナシ
（収穫できない年には商品がないこともあります。）

● 地産地消店舗として
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